
１５．道路ストックの計画的な保全（防災・安全） ○

平成25年度　～　平成29年度　（5年間） 三条市

老朽化する橋梁に対し、的確な維持管理を行い、安全・安心な交通を確保する。

５カ年以内に修繕が必要な橋梁について、補修完了率を100％とする。

（H25当初） （H27末） （H29末）

（橋梁補修の完了率）＝（橋梁補修完了箇所数）／（要橋梁補修箇所数）×１００％

要橋梁補修箇所数＝44箇所

Ａ　道路事業

番号 事業 地域 交付 直接 道路 事業内容 事業実施期間（年度） 個別施設計画 備考

種別 種別 対象 間接 種別 （延長・面積等） H25 H26 H27 H28 H29 策定状況

15-A1 道路 一般 三条市 直接 市町村道 修繕 三条市 317 策定済

15-A2 道路 一般 三条市 直接 市町村道 修繕 三条市 215 策定済

15-A3 道路 一般 三条市 直接 市町村道 修繕 三条市 10 策定済

15-A4 道路 一般 三条市 直接 市町村道 修繕 三条市 38 策定済

15-A5 道路 一般 三条市 直接 市町村道 計画・策定 橋梁長寿命化修繕計画策定 橋梁点検・計画策定 三条市 80 策定済

15-A6 道路 一般 三条市 直接 市町村道 点検 三条市 10 策定済

15-A7 道路 一般 三条市 直接 市町村道 修繕 隧道修繕 　L=0.76km 三条市 43 策定済

小計 713 －

Ｂ　関連社会資本整備事業
事業 地域 交付 直接 個別施設計画 備考
種別 種別 対象 間接 H25 H26 H27 H28 H29 策定状況

合計

番号 備考

Ｃ　効果促進事業

事業 地域 交付 直接 事業実施期間（年度） 個別施設計画 備考

種別 種別 対象 間接 H25 H26 H27 H28 H29 策定状況

15-C1 計画・調査 一般 三条市 直接 市町村道 計画・策定 橋梁長寿命化修繕計画策定事業（１回目） 橋梁点検・計画策定 三条市 6 －

15-C2 計画・調査 一般 三条市 直接 市町村道 計画・策定 橋梁点検・計画策定 三条市 17 －

15-C3 道路 一般 三条市 直接 市町村道 点検 道路ストックの総点検 三条市 4 －

合計 27 －

番号 備考

15-C1 橋梁の健全度調査を実施し、対症療法的な対応から計画的かつ予防的な対応に転換し、橋梁の長寿命化によるコスト縮減を図る。

15-C2 橋梁の健全度調査を実施し、対症療法的な対応から計画的かつ予防的な対応に転換し、橋梁の長寿命化によるコスト縮減を図る。

15-C3 道路ネットワークの安全性・信頼性を確保するための計画的な維持管理を実施することを目的として、道路施設の点検を実施する。

（1）西大崎西本成寺線 橋梁調査・補修設計　（1橋）

平成29年3月15日

一体的に実施することにより期待される効果

橋梁長寿命化修繕計画策定事業（２回目）

全体事業費
（百万円）事業内容

市町村名
港湾・地区名

（他）吉野屋１号線

道路ストックの総点検

工種

一体的に実施することにより期待される効果

道路ストックの総点検（定期点検）

事業実施期間（年度） 全体事業費
（百万円）（延長・面積等）

番号 事業者
省略

要素となる事業名
事業内容

番号 事業者
省略

要素となる事業名

工種

（1）新保裏館線ほか

（1）高岡下大浦線ほか

（他）尾崎7号線ほか

交付対象事業

事業者
省略
工種

要素となる事業名
市町村名

（事業箇所）

　　定量的指標の定義及び算定式

740百万 Ａ 713百万 百万

当初現況値

全体事業費
合計

（Ａ＋Ｂ＋Ｃ＋Ｄ）

                                   社会資本総合整備計画
計画の名称

計画の期間 交付対象
計画の目標

橋梁調査・設計　補修（5橋）

27百万

定量的指標の現況値及び目標値

　　計画の成果目標（定量的指標）

Ｂ

道路ストックの総点検

橋梁調査・設計　補修（2橋）

備考

橋梁調査・設計　補修（13橋）

最終目標値

全体事業費
（百万円）

100%

Ｃ

橋梁長寿命化計画に基づく橋梁補修

市町村名
港湾・地区名

重点計画の該当

効果促進事業費の割合

Ｃ／（Ａ＋Ｂ＋Ｃ＋Ｄ）
3.6%Ｄ 百万

中間目標値

0%



Ｄ　社会資本整備円滑化地籍整備事業

事業 地域 交付 直接 備考
種別 種別 対象 間接 H25 H26 H27 H28 H29

番号 備考

交付金の執行状況
（単位：百万円）

未契約繰越＋不用率が10％を超えて
いる場合その理由

- - -

未契約繰越＋不用率
(h = (g+h)/(c+d)）

0.0% 0.0% 0.0%

不用額
（h = c+d-e-f）

0 0 0

うち未契約繰越額
（g）

0 0 0

翌年度繰越額
（f）

0 0 31

支払済額
（e）

36 130 105

前年度からの繰越額
（d）

36 0 0

交付額
（c=a+b）

0 130 136

計画別流用
増△減額
（b）

0 0 0

配分額
（a）

0 130 136

H25 H26 H27 H28 H29

番号 事業者
要素となる事業名

（事業箇所）
事業内容

市町村名
事業実施期間（年度） 全体事業費

（百万円）（面積等）

一体的に実施することにより期待される効果



（参考様式３）

計画の名称 15 道路ストックの計画的な保全（防災・安全）

計画の期間 平成25年度　～　平成29年度　（5年間） 三条市

社会資本総合整備計画

交付対象

15-A1 高岡下大浦線ほか（５橋）

五十嵐川

（国）２９０号（国）２９０号

（国）２９０号（国）２９０号

（国）２８９号（国）２８９号

（国）２８９号（国）２８９号

三条市

見附市

燕市

新潟市

加茂市

長岡市

（国）８号

15-A2 尾崎7号線ほか（14橋）

15-A4 新保裏館線ほか（2橋） 15-C1 橋梁長寿命化修繕計画策定事業（1回目）

15-C2 橋梁長寿命化修繕計画策定事業（2回目）

15-C3 道路ストックの総点検

15-A6 道路ストックの総点検

15-A5 橋梁長寿命化修繕計画策定事業

15-A7 吉野屋１号線

15-A3 西大崎西本成寺線



別紙－１

計画の名称：15.道路ストックの計画的な保全　　　　　　　　　　　　　　　

事業主体名：三条市　　　　　　　　　　　　

チェック欄

　・上位計画との整合性が確保されている。 ○

　・地域の課題を踏まえた整備計画の目標が設定されている。 ○

　・計画の目標と定量的指標が整合している。 ○

　・定量的指標がわかりやすい内容になっている。 ○

　・計画の目標と事業内容が整合している。 ○

　・事業の効果の見込みが妥当である。 ○

　・住民等の合意形成が図られている。 －

　・住民等の活動や関連事業等と連携している。 －

②地元の機運（住民、民間等の活動・関連事業との連携等による事業効果発現の確実性）

事前評価チェックシート

I.目標の妥当性

①上位計画等との整合性

②地域の課題への対応（地域課題と整備計画の目標の適合性）

Ⅱ.計画の効果・効率性

①整備計画の目標と定量的指標の整合性

②定量的指標の明瞭性

③目標と事業内容の整合性

④事業効果（要素事業の相乗効果等）の見込みの妥当性

Ⅲ.計画の実現可能性

①円滑な事業執行の環境（事業熟度、住民等の合意形成を踏まえた事業実施の確実性）
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